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は じ め に

　エム・システム技研は、これまで
様々な電力用変換器を開発して参り
ました。
　今回は、新たに開発した電力用変
換器として、ピークホールド付、実
効値演算形「高速CT変換器（形式：
CTPH）」およびピークホールド付、
実効値演算形「高速PT変換器（形
式：PTPH）」についてご紹介します
（図1）。

1．概　要

　今回ご紹介する製品は、ピークホー
ルド機能をもった高速CT・PT変換
器です。ピークホールド機能を使用
することによって、最大過電流や最大
過電圧を監視できます。
　これまでの高速CT変換器（形式：
CTAF）や高速PT変換器（形式：
PTAF）は平均値演算形でしたが、今
回開発した高速CT変換器（CTPH）
と高速PT変換器（PTPH）は実効値
演算形であり、高速応答を実現しまし

答時間（0→90％）が25〜50msとい
う超高速応答を実現しました。ただ
し、応答時間は可変であるため使用
環境に応じた設定が可能です。
　（1）応答時間
　前面ディップスイッチを使って、
50ms、100ms、200ms、500msの
いずれかから応答時間（0→90％）を
選択できます。
　（2）第1出力、第2出力
　第1出力は瞬時値だけを出力しま
すが、第2出力の場合は、前面ディッ
プスイッチによって瞬時値とピーク
ホールド値の出力切替えが可能であ
り、最大過電流、最大過電圧のモニタ
用としてだけでなく、瞬時値2出力形
の高速CT・PT変換器としてもご使
用いただけます（ただし、それら2出
力間は非絶縁です）。
　（3）接点信号入力
　接点信号入力がONになると、
ピーク値をリセットします。動作電
源内蔵の接点信号入力であるため、
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た。
　応答が速いため、地絡時やモータ
の始動、拘束時に発生する過電流、欠
相時に発生する過電圧などをより正
確に監視できます。

2．特長（図2、図3、図4）

　高速CT・PT変換器（CTPH、
PTPH）は、CPUを内蔵しデジタル
演算によって実効値を演算していま
す。
　実効値を演算するのに、最短でも1
周期は信号をモニタする必要があり
ます。本製品は、1周期ごとに�4回
のサンプリングを行い、1周期ごとに
実効値を演算し出力（応答時間50ms
設定時）しており、実効値を演算する
うえで最も速い信号処理を行ってい
ます。
　応答時間については、計測周期と
信号変化の同期がとれないため、測
定の都度異なりますが、入力周波数
が50Hz（1周期20ms）の場合で応

高速CT変換器（形式：CTPH） 高速 PT変換器（形式：PTPH）
 入力信号

　　　AC0 ～ 1A、
  AC0 ～ 110V、AC0 ～ 220V 

　　　AC0 ～ 5A
  AC0 ～ 150V、AC0 ～ 300V

  AC0 ～ 259V
 第 1出力信号
 DC4 ～ 20mA、DC0 ～ 1mA
 DC0 ～ 10V、DC0 ～ 5V、DC1 ～ 5V 
 第 2出力信号（瞬時値出力／ピークホールド出力）
 DC4 ～ 20mA、DC0 ～ 1mA
 DC0 ～ 10V、DC0 ～ 5V、DC1 ～ 5V 
 供給電源
 AC100 ～ 240、DC24V、DC110V
 応答時間
 実効値形　50ms 以下（0 → 90％）
 耐  電  圧
 AC2000V

表1　CTPH、PTPHの主な仕様
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図1　CTPH、PTPHの外観と寸法
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別途外部電源を用意する必要はあり
ません。接点信号入力がONの間は、
前面LEDの点滅が速くなり、リセッ
ト直後の出力は瞬時値を出力しま
す。

　第1出力・第2出力−接点信号入
力間は、耐圧AC500Vの絶縁性能が
あります（信号入力−接点信号入力・
第1出力・第2出力−電源間は耐圧
AC2000Vの絶縁）。

　（4）リセットボタン
　前面リセットボタンを使えば、接点
信号入力と同様にピーク値をリセッ
トすることが可能です。リセット時に
は、前面LEDの点滅が速くなります。

お わ り に

　今回は、ピークホールド付、実効値
演算形の高速CT変換器（CTPH）と
高速PT変換器（PTPH）をご紹介し
ました。
　このほかにも、広帯域電流変換器
（形式：CTS）、高速電力変換器（形式：
MEWTF）、3要素形交流電流トラン
スデューサ（形式：L3CK）、3要素
形交流電圧トランスデューサ（形式：
L3PK）など、様々な電力用変換器を
ラインアップしています。
　ここにご説明した高速CT・PT変
換器（CTPH、PTPH）を新たにご使
用いただくことによって、従来より安
全な電力計装システムを、より容易に
ご構築されるためのお役に立つこと
ができれば誠に幸いです。
　今後も電力関連製品の機能拡充、
機種拡充に努めて参ります。電力関
連機器に関するご意見、ご要望など
がありましたら、お気軽にエム・シス
テム技研ホットラインまでお寄せく
ださい。	 ■
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図2　CTPH、PTPHの前面パネル図

ソケット

デ ジ タ ル
演 算 回 路

3

4

インプット
トランス

接点入力

5

6

7

8

1

2

10

11

SZ

SZ

9

第 1出力
回 路

第 2出力
回 路

第1出力信号
＋

－

＋

－

U（＋）

V（－）
供給電源

電源
回路

縁
路

絶
回 第2出力信号

V

U

v

uヒューズ

ヒューズ

VT

負荷側

電源側

表示
ランプディップスイッチ

図4　PTPHのブロック図

負荷側

電源側

CT

L

K

CT プロテクタ
（CTM）

ソケット

デ ジ タ ル
演 算 回 路

3

4

インプット
トランス

接点入力

5

6

7

8

1

2

10

11

SZ

SZ

9

第 1出力
回 路

第 2出力
回 路

第1出力信号
＋

－

＋

－

U（＋）

V（－）
供給電源

電源
回路

縁
路

絶
回

第2出力信号

表示
ランプディップスイッチ

図3　CTPHのブロック図



MS TODAY　2009 年 1 月号�

ロック）として、入力するアナログ値
に対して、上上限値、上限値、下限値、
下下限値を設定できます。
　それぞれの値での警報接点出力機
能があり、ネットワークに伝送できま
す。また、それぞれの出力を別々のユ
ニットに出力することも可能です。
　また、警報接点出力をLED表示の
ファンクショナルブロックと組み合わ
せることによって、警報状態を基本ユ
ニットのLEDに表示できます。
　●スケーリング
　アナログ値のゼロ、スパンの変更や
ネットワーク変数のタイプの変更が
可能です。この機能を使えば、熱電
対入力ユニットの温度データをパー
セントデータに変更できます。
　●増設ユニットの接続

は じ め に

　 エ ム・ シ ス テ ム 技 研 で は、
LONWORKS対応の少点数リモートI／
Oとして、かねてよりR7シリーズの接
点信号入出力基本ユニット4機種注）

をご提供していますが、このたび新た
に、アナログ信号入出力基本ユニット
5種および増設ユニット6機種を追加
したので、ここにご紹介します（表1）。

1．概　要

　R7LはLONWORKSに接続可能な
リモートI ／Oです。供給電源、通信
および入出力が一体となっていて、し
かも小形（W115×H50×D54ｍｍ）
であるため、機器組み込みが容易で
す。
　アナログ入力としては直流電圧／
電流入力4点、熱電対入力4点および
測温抵抗体入力4点の3種類、アナロ
グ出力としては直流電圧出力2点お
よび直流電流出力2点の2種類を用
意しています。
　なお、すべての基本ユニットに対し
て、増設ユニットが接続可能です。

2．特　長

　（1）小　形
　基本ユニット：
　W115×H50×D54mm（図1）
　増設ユニット（16点）：
　W94×H50×D54mm（図2（a））
　増設ユニット（8点）：
　W65×H50×D54mm（図2（b））
　（2）2ピース端子台
　基本ユニットの通信・供給電源用
端子台と入出力用端子台とは2ピー
ス構造で、いずれも配線をまったく外
すことなく端子台単位で交換できる
ため、メンテナンス性に優れています。
　（3）様々な機能ブロック
　アナログ入力データをLONWORKS

のネットワークに伝送したり、伝送さ
れたデータを出力ユ
ニットから出力する機
能以外に下記の機能も
ご使用いただけます。
　●警報出力、LED表
示（図3）
　 警 報 出 力 の 機 能

（ファンクショナルブ

少点数リモートI／O  R7シリーズ
LONWORKS対応(形式：R7L)にアナログ入出力ユニットを追加

（株）エム・システム技研　開発部　    

（単位：mm）
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図1　リモートI／O　R7L 基本ユニットの外観と寸法
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（a） 増設ユニット（16点）

（ｂ） 増設ユニット（8点）

図2　リモートI／O　R7L 増設ユニットの外観と寸法
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　増設ユニットと組み合わせること
によって、アナログ信号と接点信号が
混在したユニットが実現可能です。
　たとえばアナログ入力ユニットの
警報出力を増設接点出力ユニットか
ら出力することもできます。
　●接点入力の回数積算・時間積算
機能
　すべての基本ユニットが増設接点
入力ユニットを接続できるため、回数
積算・時間積算機能をもっています。
　ネットワーク（LONWORKS）経由の
接点入力信号のON回数やON時
間をカウントできるだけでなく、ネッ
トワークを経由していない接点入力
端子のON回数やON時間も直接
カウントすることが可能です。最大
999 999 999までカウント可能です。
ネットワーク変数によりカウントす
る論理をOFFからONの変化から、
ONからOFFの変化に変更すること
も可能です。
　また、カウント動作を制御できる
ネットワーク変数ももっているため、

カウントの動作を外部機器から制御
することもできます。

3．製品の種類

　表1に、R7Lの種類を示します。

4．パネル図

　図4にR7Lの前面パネル図を示し

ます。

お わ り に

　エム・システム技研では、今回ご紹
介したR7L（LONWORKS対応）につ
いて、今後も入出力の機種の拡充に
努めて参ります。
　また、他のフィールドバスへの対応
も進めています。
　ご意見やご要望など、ご遠慮なく
エム・システム技研のホットラインま
でお寄せください。 ■

注）リモートI／O R7シリーズのLONWORKS
対応（形式：R7L）については、『エムエス
ツデー』誌200�年1月号でもご紹介して
います。

少点数リモート I／O R7シリーズ
LONWORKS 対応 (形式：R7L) にアナログ入出力ユニットを追加

基
本
ユ
ニ
ッ
ト

増
設
ユ
ニ
ッ
ト

　   形    式 点数  概    要  機    能

R7L-SV4
 

4 直流電圧／電流入力
 DC－10～＋10V、DC－5～＋5V、

   DC－1～＋1V、
   DC4～20mAなど

R7L-TS4 4 熱電対入力 熱電対
   K、E、J、T、B、R、S、C、N、U、L、P など

R7L-RS4 4 測温抵抗体入力 測温抵抗体
   Pt100、JPt100、Pt50、Ni100 など

R7L-YV2 2 直流電圧出力 DC－10～＋10V、DC－5～＋5V、
   DC－1～＋1V、DC－0.5～＋0.5Vなど
R7L-YS2 2 直流電流出力 DC4～20mA
R7L-DA16 16 接点入力 NPN、PNP共用
R7L-DC16A 16 トランジスタ出力 NPN出力
R7L-DC16B 16 トランジスタ出力 PNP出力

R7L-DＡC16 8 接点入力8点 NPN対応  トランジスタ出力8点 
R7L-EA8 8 増設用接点入力 NPN、PNP共用
R7L-EA16 16 増設用接点入力 NPN、PNP共用
R7L-EC8A 8 増設用トランジスタ出力 NPN出力
R7L-EC16A 16 増設用トランジスタ出力 NPN出力
R7L-EC8B 8 増設用トランジスタ出力 PNP出力
R7L-EC16B 16 増設用トランジスタ出力 PNP出力

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

表1　LONWORKS用　R7Lの種類

ERR SVCE

ONLINE
TX/RX

PWR 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ＡＢＣＤＥＦ

4 5 6 7

1 2 3
10 11 12 13

2 3 41

15 16 17 18

7 8 96

14

5

リセットスイッチ 出荷調整用コネクタサービススイッチ

状態表示LED

状態表示LED

LONWORKS、
供給電源端子台

入出力用端子台

アナログ出力ユニットの場合、
10ピンの端子台となります。

状態表示 状態 表示色 動　作　LED

PWR 点灯 緑 内部5V 正常状態
 消灯  内部5V 異常状態
 点灯  稼働中（オンライン）
 点滅  オフライン状態
ONLINE 約0.5Hz 緑 ネットワーク変数の送受信停止
 点滅
 約2Hz  Winkメッセージ受信

 消灯  異常状態
 点灯  不揮発性メモリに書込み時
ERR 点滅 赤 異常状態
 消灯  正常状態

TX／RX 点灯 緑 ネットワーク変数のデータ通信状態
 消灯  未通信状態
 点灯  ネットワーク情報がない状態
 点滅 緑 オフライン状態SVCE 約0.5Hz  ネットワーク変数の送受信停止
 消灯  正常状態

図4　LONWORKS用 R7Lの前面パネル図
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下下限警報出力

図3　警報出力の機能
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　ポンプの稼働時間をPCレ
コーダを使って収集したいと
考えています。ポンプが稼働
している間は接点がONにな

るため、その信号を取り込み1時間当たり何分動作して
いたかを見たいのですが、可能でしょうか。

　PCレコーダの無電圧接
点32点入力ユニット（形式：
R1M-A1）の使用をご提案しま
す。R1M-A1で取り込む接点

のON状態をPCレコーダ総合支援パッケージ（形
式：MSRPAC-2008）の帳票作成支援ソフトウェア
（MSRDB2-V6）でON時間積算値として表示すること
が可能です。積算設定としては、表示単位を「秒」「分」
「時間」から選択でき、1時間あたりの接点がONになっ
ている時間（稼働時間）を表示できます。	 【林】

　2つの流量計の出力の合計
を変換器で演算させて表示し
たいのですが、演算式におけ
る係数の求め方を教えてくだ

　タンクの水位表示を計画し
ているのですが、水位計からは
水位の0〜5.00mに対応して
DC4〜20mAが出力されます。

今回は、残量ではなく使用量を％表示させたいのです
が、タンクが楕円形であるため水位の減少量と使用量と
は比例していません。このような目的に使用できるデジ
タル指示計はありませんか。

　直流入力デジタルパネル
メータ（形式：46DL2）があり
ます。46DL2は内部にリニ
アライズ機能を搭載している

ため、入力DC4〜20mAと指示値（使用量％）の関係を
リニアライズすることが可能であり、折れ点数は最大
で16点です。また、警報出力が必要な場合は、直流入
力デジタルパネルメータ（形式：46DV2）をご使用く
ださい。	 【井上】

Enter Mode
Enter Mode

50.0％

直流入力
デジタルパネルメータ
（形式：46DL2）

0.00m
（DC4mA）

5.00m
（DC20mA）

楕円形タンク

4mA
（0m）

12mA
（2.5m）

20mA
（5.00m）

DC4～20mA

水位計

使用量％

50

100

0

図 1

Q人1

Q人2

Q人3

P

ポンプ

 無電圧接点32点   
入力ユニット   

（形式：R1M-A1）

RS-232-C

接点信号

■ PCレコーダ総合支援パッケージ
  （形式：MSRPAC-2008）
    PCレコーダ帳票作成支援
    ソフトウェア
  （MSRDB-V6）の画面例

  第001入力 第002入力 第003入力 第004入
 秒 分 時間
00：00 0 0 0
01：00 0 0 0
02：00 60 1 0
03：00 3600 60 1
04：00 0 0 　0
05：00 0 0 0
06：00 0 0 0
07：00   0 0
   0

MSRDB2帳票作成支援ソフトウェア

日報 2008年10月○○日

図 2

林
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さい。各流量計のスケーリングは、流量計1は、0〜
60m3／h、流量計2は0〜40m3／hです。合計出力のス
ケーリングを0〜100m3／hにする場合、演算式におけ
る各入力の係数（K1とK2）はいくらに設定したらよいで
しょうか。

　デジタル式演算変換器（形
式：JF）の場合でご説明します。
JFの場合、付加コードとしては、
「／3」（加減算）を使用します。

そのとき、演算式は式1で表されます。

… 式1X0＝K0｛K1（X1＋A1）＋K2（X2＋A2）｝＋A0
X0＝出力　X1＝入力1　X2＝入力2

まず、各入力と出力のスケーリングがすべてゼロから始
まっているため、バイアスはすべてA0＝A1＝A2＝0％
になります。次に各ゲイン（K1とK2）は、出力スケーリン
グとの比になります（なお、K0＝1.0とします）。K1とK2
の算出式を式2、式3に示します。

K1＝ ＝ ＝ 0.6
  

… 式2入力1のスケーリング値
出力スケーリング値

60m3／h
100m3／h

K2＝ ＝ ＝ 0.4
  

… 式3入力2のスケーリング値
出力スケーリング値

40m3／h
100m3／h

以上をまとめると、各係数は、K0＝1.0、K1＝0.6、K2＝0.4、
A0＝0％、A1＝0％、A2＝0％になります。JFでは、プ
ログラミングユニット（形式：PU-2A）を使用すること
によってご購入後に係数の変更が可能です。	 【野村】

　現在、温度監視をPCレコー
ダソフト（MSR128-V4）を
使って行っています。最近パ
ソコンの調子が悪いため、新

しいパソコンに置き換えようと思っているのですが、こ
のソフトウェアはWindows	Vistaに対応していますか。

　ご使用の PCレコーダ
ソフト（MSR128-V4）は
Windows	V i s t aには対応
していません。しかし、最新

バージョンのPCレコーダソフト（MSR128-V6）注）なら、
Windows	Vista	Business32bit版に対応していま
す。MSR128-V6は、今までMSR128-V4で収集し
たデータを読み込むことができます。したがって、過去
のデータが見られなくなるという心配の必要なく、V4
からV6に置き換えることができます。	 【三ヶ田】

注）MSR128-V6はPCレコーダ総合支援パッケージ（形式：
MSRPAC-2008）の中に入っています。

Q人4

 必要システム 通常時（収録周期500ms ～） 高速時（収録周期100、200ms）
 IBM PC ／ AT 互換機
 （注：NEC 製のPC ／ AT 互換機でないPC98は使用できません。
  また、パソコンの種類により、RS-232-C ポート（COMポート）パソコン  などの使用が一義的に決められているものがあります。
  ドライバソフトウェアの変更やシステム設定の変更が必要に
  なる場合があります）
 Windows 2000、Windows XP SP1 
OS またはSP2、Windows Vista Business 32bit 版
 （注：すべての環境での動作を保証するものではありません）
 Pentium Ⅲ 800MHz 以上 
CPU （Windows Vista 使用時は Pentium Ⅳ 2.0GHz 以上
    1GHz 以上）
ディスプレイ XGA（1024 × 768）以上の解像度 
表示色 65000色（16ビットHigh Color）
ビデオメモリ 2MB 以上（4MB を推奨） 4MB 以上
 128MB 以上 256MB 以上
主メモリ （Windows XP 使用時は （Windows XP 使用時は
（RAM） 　256MB、Windows Vista 　512MB、Windows Vista 
 　使用時は1GB を推奨） 　使用時は1GB を推奨）
 内蔵ディスクをご使用ください。＊ 1 内蔵ディスクをご使用ください。＊ 1ハード 1 日あたり最大で 1 日あたり最大でディスク 約100MB を消費します。 約500MB を消費します。

＊ 1、SCSI などの外部バスに接続されたディスクを使用した場合は、十分な性能を
 発揮できない場合があります。

表 1　PCレコーダソフト（MSR128-V6）の動作環境

野村さん

  デジタル式
  演算変換器
（形式：JF）

加減算
流量計1

0

100m3／h

DC4mA

DC20mA
0

60m3／h

DC4mA

DC20mA

0

40m3／h

DC4mA

DC20mA

流量計2
図 3
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